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2026 年度 特定非営利活動に係る事業計画書（案） 

事業実施の方針 

◆里山保全部門 

＊管理場所グループ 

根戸城址を中心とする里山、田畑、水辺とその環境は今まさに貴重な存在になっています。この環境

を活用、保全し後世につなげていくことを目的とします。昨年度より、40名から 50名と多くの会員に

参加して頂いており、今まで以上に作業の内容や規模の拡充を図って参ります。 

・根戸城址  周辺道路の清掃、場内整備。巡視。落葉の堆肥化。枯れ枝の整理。間伐材の活用及び 

倒木の処理。下草刈り。森の劇場整備。隣接地への協力。無煙炭化器の管理。立ち入

りの管理等。子ども部会と連携して、手すりの更新作業を計画しております。また、

楢枯れ病により数本の小楢の木が枯れているため、伐採作業に取り組みます。 

・ミカン山  除草。施肥。防虫。剪定。収穫。植樹等。 

・ハス田   畦及び水中の除草。間引き。施肥。切り花募金。枯れ茎の除去。 

・田んぼ   水管理。機器の点検。雑草の除去。耕耘等年間を通しての水田管理。排水路管理等。 

・その他   第 2駐車場の管理、水神様の森管理、浅野圃場における景観作物栽培、他部門との連

携等。 

 

＊個別活動グループ 

・里山農教室部会  

・有機生態系農業を学び研究し実践する場として開講します。 

・受講生のなかから、里山環境の保全活動の担い手を育成することを目指します。 

・１年次生の指導・ケアを手厚く実施できるよう、１年次生チームを継続します。 

２年次生以上は、割当作業の選出に苦労しないよう１チームの人数を増やして３チーム制を継続し

ます。また、作物担当を２年次以上から担うこととし、各チーム毎に作物担当を２名以上選出し、

チームの責任で作物作業を実施する運営を行うことで、各人が作物の播種～収穫までの一貫した育

成を体験しやすい状況となることを目指します。また、特定の作物担当に負担が集中することを緩

和するため、同じ圃場場所を使用する作物担当同士で協力する運用を行うことで、負担の軽減を目

指します。 

・農教室開始当初の人数は、大人部会１１０名、子ども部会３５家族。 

・統括部門のユーティリティチームは、２年次生以上３チームに分かれて所属し、チームの作物育成

に際した圃場管理の相談・アドバイスがしやすくなる効果を期待します。 

昨年同様、圃場の耕耘、暗渠清掃、各チームの支援など、幅広く農教室を下支えします。 

・子ども部会は子ども圃場（新圃場）・田圃で基本的には本体とは分離して作業を行うこととします。 

 

・農教室特別コース  

・2026年度は、退会 6名、新会員 3名の 16名でスタートします。 

・各自の圃場で、栽培計画にもとづく有機栽培を実践し、結果を栽培報告書にまとめます。また、

課題作物として里芋（土垂）を栽培します。 

・浅野第五圃場、浅野第六圃場で中規模の有機栽培を行います。「売れる作物」を目指し、良品はえ

びす屋台で販売します。 大豆を栽培し自家製味噌を作ります。 

・毎月第四土曜日 13～15 時の定例会に加え、農教室の前後で適宜協働作業を予定します。栽培し

た作物を用いて、芋煮会やみそ作りなど行います。 

・6 月のバス見学会は、ハーブ部会と共同での開催を予定します。 

・11月のそば祭りに合わせて里芋品評会を開催します。 

 

第４号議案 

 

第４号議案 
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・ハーブ部会  

3 月 圃場整備・育苗 

4 月 圃場整備・定植・育苗 

5 月 定植・圃場管理・カモミール収穫 

6 月 ドクダミ収穫・ラベンダー収穫・スティック作り 

7 月 バジル収穫・加工・藍収穫・乾燥 

8 月 染色 

9 月 圃場管理・秋まきハーブ育苗 

10 月 バタフライピー・ローゼル収穫 

11 月 ハーブクラフト作り 

12 月 圃場管理（冬支度）・苗定植 

1 月 ハーブクッキング 

2 月 ハーブクラフト作り 

 

ジェノベーゼ用のバジルを栽培して調理用にいろいろな加工をして皆で楽しめるようにする予定で

す。 

6 月には、ラベンダースティック作り教室を開いて市民の皆さんに楽しんでもらえるよう活動します。 

今年は、農教室でのローゼル摘みやファームでの販売も視野に入れて栽培面積を増やすことにしまし

た。 

 

・養蜂部会 

・日本ミツバチ飼育の基本技術を習得することに努めます。 

・チームリーダ―制の下、全員参加の活動に努めます。 

・会員に ハチミツ、みつろうハンドクリームを販売する予定です。 

・部員にハチミツ、みつろうハンドクリームを現物支給する予定です。 

・引き続き「みかん山」にミツバチの待ち箱を設置します。 

 

・そば打ち勉強部会 

・月１開催して会員のそば打ち技量のレベルアップと会員の親睦を図ります。 

 

・健康長寿部会 

＜活動計画＞ 

今年度は、特別教室の方々のご厚意で、大きな畑をお借りできることになりました。本当にありが

とうございます。そこで、今年こそは、上手に輪作をして、ビーツを農教室やトラスト会員の皆様

にも食べて頂けるよう、うまく栽培出来るようにしたいと思っています。 

健康長寿部会といえば「ビーツ」。「ビーツ」といえば、健康長寿部会と言って頂けるように。 

他にも、ハーブ部会で、飲んで頂いて好評だった、川瀬さんの「ケツメイシ（健康茶）」も、継続し

て栽培したいと思います。が、その他の作物は、主力の「ビーツ」や「ケツメイシ」の生育状況を見

ながら、その都度、話し合いながら決めていければと思っています。 

今年もメンバー力を合わせて、健康に良いと言われる作物を見つけ出して、トラスト会員のみなさ

まにも喜んで頂けるようになれたらいいなと思っています。 

 

・竹教室 

・2026 年度は新会員 4 名と研究生 1 名、指導者 2 名の計 7 名で運営します。竹教室は 2 年毎に募集を 

 行うこととしていたために、2026 年度は新会員の募集は行わない予定です。 

・活動場所は原則日暮会場としますが、暑さの厳しい夏場と寒さの厳しい冬場は、根戸近隣センター

等の施設を借りて活動することを計画している。 

・活動日は昨年度と同様に第 4 木曜日の午前中を基本とし、自主練習会は第 2 木曜日に実施します。 
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・新会員の 4 名は、入門コースで行うべき課題は全て終了しました。今後は各自が作りたい課題に取

り組み、指導者がそれをサポートします。昨年度は実施できなかった竹の油抜き作業なども計画した

い。実用的な竹箒や竹の熊手の制作にも挑戦したい。 

◆遊休農地活用部門 

＊遊休農地対応グループ 

＜景観作物栽培＞ 

・今年度の栽培圃場は花和下圃場、船戸圃場、浅野圃場の３か所で行い、農地保全を図ると共に手賀

沼周辺の景観と環境を守り、合わせて市民の皆さまに楽しんで頂く活動を行います。 

・今年度の運営方法は、昨年と同様に以下の２つの方法で行います。 

①担当制 

我孫子市農政課担当、栽培担当（圃場別）、イベント担当に分け、連携した活動を遂行します。 

②活動形態 

全体活動、少人数活動、個人活動の３つの形態で遂行します。 

１）船戸圃場での栽培 

・年間を通して「ハクサイダニ」対策を行いながら「ひまわり」「菜の花」を栽培し、イベントも実

施します。 

＜「ハクサイダニ」の生態＞ 

・胴長は 0.8mmで色は黒色、脚は 8本で赤色。 

・寒く乾燥した環境を好み、１１～４月に活発に活動する。 

・春から秋は「休眠卵」の状態で土中に潜っている。 

・日中は葉の陰や地表に潜んでおり、夕方や曇天時に葉の表面に移動し活動する。 

・行動は素早く、人の気配や環境の変化を察知すると、葉裏や地表に逃げ込む。 

＜「ハクサイダニ」の主な対策＞ 

・「土壌の太陽熱処理」・・・真夏日に長い時間行えるように栽培時期を計画する。 

ひまわりイベント終了⇒ひまわり撤去⇒プラウ耕⇒ロータリ耕耘⇒土壌の太陽熱処理 

・菜の花の播種を早めて、年内に少しでも大きく育てる。 

・「ハクサイダニ」発生時には、速やかに「被害株の除去」「殺虫剤の散布」を行う。 

＜ひまわりと菜の花栽培＞ 

・ひまわり栽培は５月～７月で、品種は昨年と同じ「バレンタイン」を栽培します。 

・菜の花栽培は１０月～３月で品種は今までと同じ「京都伏見寒咲」を栽培します。 

２）花和下圃場での栽培 

 ・景観作物としてヒマワリ（5月～8月）と菜の花（9月～3月）を栽培する予定です。 

３）浅野圃場での栽培 

・ひまわり栽培を（５月～８月）第 3圃場と第４圃場で行います。 

 第３圃場では従来通り成熟した種子からひまわり油を搾油する予定です。 

 ・菜の花栽培を（９月～４月）第３圃場と第４圃場で行います。 

・レンゲ栽培を（９月～５月）第５圃場で行います。 

・ソバ栽培を(8月～11月)第２圃場で行います。 

 

＜景観作物イベント＞ 

１）ひまわりイベント 

・7月 17(金)から 20日(月・海の日)の 4日間にて、「ひまわり畑散策と我孫子クイズ(仮称)」を 

 開催する予定です。例年、木曜日から日曜日に開催をして来ましたが、20日が祝日であり集客が 

 見込めることから、日にちを見直す予定です。 

・今年も昨年同様の酷暑が予想されるため、午前中のみの開催を考えております。 

 

２）菜の花イベント 

・2027 年 3 月 19 日(金)から 22 日(月・春分の日)の 4 日間にて、「菜の花畑散策となぞなぞ(仮称)」 
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  を開催する予定です。例年、木曜日から日曜日に開催をして来ましたが、22日が祝日であり集客            

が見込めることから、日にちを見直す予定です。     

 

＜宮前・沼田圃＞ 

1) 減農薬方針は継続します。 

2)収穫量は今年も「自然の力にお任せ」方針で目標値は設定せず気楽に米作りを楽しむが、トラスト

の収益改善のためにも昨年よりは収量アップを目指したいです。 

 

＊新規就農者支援グループ 

・新規就農希望者が現れた場合は、市・県と協力して農業者として自立できるよう援助する。 

 

◆子ども部門 

＊子どもグループ 

以下の活動を行います。 

・子ども畑と子ども田んぼで作物づくり（スイカ、じゃがいも、しいたけなど）。 

・根戸城址の森の整備と無煙炭化器による炭作り。 

・子どもエリアの遊び場づくり。 

・イベントの企画運営 

・生き物マップづくり 

・めばえの里マルシェ出店 

 

◆事務局部門 

＊事務局グループ 

・各事業部門が存分に活動できるようバックアップします。 

・地域住民・地域諸団体との連携を強め、手賀沼トラストの活動をいっそう理解してもらい、遊農チ

ームへの参加・イベントへの参加などを呼びかけます。 

・トラスト正会員、協力会員、メルマガ会員の募集を積極的におこないます。 

・託された農地で、米をつくり、景観作物を栽培し、地域の方がたの信頼を得られるよう努めます。 

・遊農チーム（ＧＭＴ６５）と現物支給制を拡充・維持し、会員みずからが作ったものを消費する 

ことがそのまま里山保全につながる体制の確立を目指します。合わせて、現物支給制の参加時間の 

記録と集計作業を行います。 

・トラクターの公道走行時の保険など、必要な保険に加入し、安全管理、リスク管理に努めます。 

・農業機械の実習・講習をとおして、機械を安全に使い、効率的に作業ができるよう努めます。今年

度は、6月に外部講師を招いてチェーンソーの安全講習を計画しています。 

・法人クレジットカードを活用することで、現金精算業務の省力化、会員個人名義の契約を法人カー

ドへの切替えを進めます。 

 

交流グループ 

・会員相互並びに一般市民との交流の場として田植え、かかし祭り、稲刈り等をイベントとして実施

します。飲食を伴うイベントも開催をしますが、新型コロナウィルスやインフルエンザ等の感染症 

予防対策を講じるとともに、参加者数の増加を踏まえてそば祭りや餅つき大会については、理事会で

の協議を踏まえて開催手法を判断します。また、そば祭り及び餅つき大会については、会費制を基

本に開催をします。 
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・トラストサロンを開催して、会員同士、あるいは他団体、行政、事業者と自然環境や農について学

び、情報の共有化を図ります。 

 

◆総括計画 

・地元で生きる・地元を活かす 

手賀沼トラストの活動域、我孫子と柏の市境には、自由な時間をふんだんに持っている定年退職者、

後継者がなく荒れていく田畑を嘆く農業者、子どもたちを自然に触れさせたいと考えている若いパパ

ママがいます。 

私たち手賀沼トラストは、子どもたちには土との触れ合い、豊かな森の保全活動を、定年退職者には

里山農教室で野菜作りと仲間作りを提供し、さらにお百姓に替わって稲やヒマワリ・菜の花を育てて

農地保全推進します。 

子どもから老人まで、地元で汗をかき、地元で楽しむ、そして緑豊かな地元を創る、こんなスローガ

ンを掲げて今年度もさらに前進したい。 

 

                      以上 
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第５号議案 

年 4 月 1 日 ～ 年 3 月 31 日

1.
200名(トラスト年会費：＠3,000円×184人、特別コース：＠2,000円×16人）

4名

28名

2.

3.
手賀沼流域フォーラム(田植え、かかし祭り、稲刈り)

農政課補助金(ヒマワリ361千円、ソバ景観52千円、機械修理費 500千円
内未収金：菜の花339千円、土地・電気代520千円）

4.
農教室　29,000円、特別コース 1,800円

農教室　318,000円(@2000円　84名 @3,000円　50名）、特別コース 28,000円

養蜂 、ハーブ、ボカシ肥、里芋他

遊農米 

花ハス募金 、そば粉、みかん販売 

そば祭り会費、餅つき大会会費 

5.

JAちば東葛

日暮家庭管理、神戸家・浅野家草刈り代金

1.

ひまわり、菜の花イベントスタッフ昼食代、宮前田植え、稲刈り参加時の昼食代

田圃電気代(前年比110%)

玄ソバ持込み、引取り費用

発酵鶏糞・培土他購入費(前年比110%)

種籾、栽培作物種・苗、景観植物種子購入費(前年比110%)

そば祭、餅つき大会 (前年比100%)

栽培用地の使用料

ガソリン、軽油、各種オイル代(前年比110%)

トラクター、フレイルモア、ハンマーナイフモア、アタッチメント、田植え機償却費

チェーンソー安全講習会、ハーブ部会他

各種機械修理代金(内モア2台修理代　400千円）

ヒマワリ油搾油費用 、そば加工代

定例活動・子ども部会 10,000円、特別・ハーブ・長寿・そば・養蜂・竹 5,000円

2.

農教室説明会チラシ、テキスト印刷費

駐車場使用料(ファーム横）

バイオライフ年会費、市民活動ネットワーク会費

理事会出席時の交通費

会報、総会資料送付代

トラクター軽自動車税

総会会場費他

ゆうちょ口座(会費振込用）手数料

文房具等

雑誌「やさい畑」他

HPサーバー管理料、ドメイン登録料

JA傷害保険料(チェーンソー及び日暮うめ家トラクターを追加）

 

次期繰越正味財産額 12,958,384

当期正味財産増減額 128,897

前期繰越正味財産額 12,829,487

管理費計 303,000 303,000

経常費用計 3,928,903 3,928,903

研修費 4,000

保険料 60,000

その他経費計 293,000

新聞図書費 6,000

広報活動費 8,000

支払手数料 4,000

消耗品費 70,000

交際費 15,000

通信運搬費 25,000

租税公課 3,000

会議費 14,000

諸会費 4,000

旅費交通費 22,000

什器備品費 20,000

人件費計 10,000

（2）その他経費

印刷製本費 18,000

賃借料 20,000

3,535,903

事業費計 3,625,903

管理費

（1）人件費

福利厚生費 10,000

部会活動費 50,000

その他経費計 3,535,903

研修費 100,000

修繕費 500,000

外注費 110,000

農業資材消耗品費 170,000

車両費 0

減価償却費 1,108,903

広報活動費 0

土地入園料 530,000

燃料費 200,000

消耗品費 130,000

食材費 80,000

支払手数料 0

什器備品費 0

肥料費 300,000

種苗費 170,000

雑費 0

会議費 0

諸会費 0

旅費交通費 7,000

賃借料 0

水道光熱費 80,000

（2）その他経費

印刷製本費 0

福利厚生費 90,000

人件費計 90,000 90,000

事業費

（1）人件費 0

　　経常収益計 4,057,800

Ⅱ 経常費用

雑収益 200,000 209,000

受取利息 1,000

出資配当金 8,000

交流G事業収益 120,000 1,218,800

その他収益

遊休農地対応G事業収益 250,000

管理場所Ｇ事業収益 150,000

個別活動事業収益（受講料） 318,000

個別活動G事業収益 350,000

事業収益

個別活動事業収益（テキスト代） 30,800

受取助成金 70,000

受取補助金 1,900,000 1,970,000

受取寄付金

受取寄付金 0

受取助成金等

賛助会員受取会費 20,000
受取入会金 56,000 660,000

受取会費

正会員受取会費 584,000

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 経常収益

2026年度　活動予算書(案）
2026 2027 まで


